
Title 組織構造の違いが問題解決に与える影響について : BaloffとBeckerの所論の追証
Sub Title Effects Organizational Structure on Problem Solving : A Replication of the Baloff and Becker Study
Author 福川, 忠昭(Fukukawa, Tadaaki)

Publisher
Publication year 1973

Jtitle 三田商学研究 (Mita business review). Vol.16, No.4 (1973. 10) ,p.131- 149 
JaLC DOI
Abstract この小論の目的は,組織構造の違いが組織行動,とりわけ問題解決にどのような影響を与えるかを1

つの実験によって確かめることにある。実験はシカゴ大学のBaloffとBeckerが行なったものを参考
にし,彼等が行なった仮説の検証を追証するとともに,日本人と米国人の違いによる組織行動の違い
を検討することも試みている。部分的に,彼等の得た結果とは異なる結果が得られ,人間を対象とす
る問題の場合,単純に外国の結果を日本に適応することができないことを示している。

Notes
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234698-19731030-

03959052

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org







































